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はじめに

•膨大な印刷／手書き資料をテキスト化する手法には，
「多数の人々の力を活用するアプローチ」もある

• e.g. Google の reCAPTCHA
• e.g. UCL の Transcribe Bentham

•そうしたアプローチの例として，
本発表では 「みんなで翻刻」
プロジェクトを紹介
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3URL: https://honkoku.org/

https://honkoku.org
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「みんなで翻刻 地震史料」

•概要
•歴史災害史料の市民参加型翻刻プロジェクト

•いわゆる「クラウドソーシング」翻刻

• 2017年1月10日に Web サイトを正式公開

•開発・運営・・・京都大学古地震研究会
•京大理学研究科を中心として，歴史地震史料の
解読にあたっている学際グループ

•主催：中西一郎（理学研究科），加納靖之（防災研）
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プロジェクトの目的

•古地震研究としての目的
1. 膨大な量の地震史料を短期間でテキスト化し，
地震・防災研究の基礎資料の整備に寄与する

2. 市民の歴史災害に対する意識の向上

•人文情報学研究としての目的
•難度の高い前近代日本語史料の翻刻に対しても，
市民参加型研究が可能であることを実証する
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対象史料

•東大地震研図書室「石本文庫」
•東京大学地震研２代目所長・石本巳四雄（1893-1940）
が収集した災害史料コレクション

• このうち、現在地震研でデジタル公開されている史料
114点（画像数3,193枚）の全文翻刻が当面の目標

7『信州浅間山焼』 『地震年代記』 『元禄地震記』



「学習」ベースのプロジェクト設計

•市民参加を実現する上での課題
•多数の市民の誘導

•適切なモチベーション設計

•品質の担保

• 「みんなで翻刻」のアプローチ
•翻刻作業への参加を通じて，参加者が古文書解読
の訓練を受けられるようにサイトを設計する

• 参加者の個別的学習と協調的学習を支援

• 「オープンエデュケーション」型クラウドソーシング（仮称）
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くずし字学習支援アプリ「KuLA」との連携

•概要
•阪大文学研究科を中心に開発された
「くずし字」の学習支援アプリケーション

• 3,000枚の用例画像と読解教材を収録
• 2016年2月の公開後 5.6万回DL

• 「みんなで翻刻」との連携
• KuLAの全コンテンツをサイトに転載
• くずし字解読の基礎を独習可能に
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参加者間の相互添削システム

•翻刻作業の完了時，
翻刻文の添削を他の参加者
に依頼することができる

•相互添削の目的
•参加者のスキルアップ

•翻刻文の品質の向上

10



翻刻作業のタイムライン表示
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翻刻文修正時の通知

12



編集履歴の差分（diff）表示

13
差分を見ることで，どの箇所が修正されたか簡単に確認できる



公開1ヶ月後の経過
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プロジェクトの進捗（1/10～2/9）

• Web サイト登録者数・・・1508名
• このうち177名が実際に翻刻に参加

•総入力文字数･･･83.9万字
• 原稿用紙 2200 枚相当

•画像ごとのステータス
• 着手済み・・・ 524/3193枚（全体の16%）
• 翻刻完了・・・1199/3193枚（全体の35%）

•全画像の翻刻が完了した史料・・・35/114点
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成果物の品質について

•非専門家がくずし字を正確に翻刻できるのか？
•まだ定量的評価は実施していない

•多数の参加者が編集に関わることで，相当に
正確な翻刻ができている印象（集合知的効果）

•例: 『地震年代記』は，計42人の参加者により，
１コマあたり平均１２回編集されている
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地震年代記（14コマ）
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編集履歴
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参加者の背景と動機について

•誰が／どのような動機で参加しているか？
• 1万字以上入力した参加者が20名もいる

•後日アンケートやインタビュー調査を実施予定

•以下では参加者のTwitterでの発言を紹介
•おすすめ・・・「みんなで翻刻」で Twitter 検索

19



Twitter タイムラインを見続けての印象

•参加者のバックグラウンド
•国文学・日本史専攻OBの活躍が目立つ
•趣味・教養目的のくずし字学習者も多数

• リタイアした方が熱心に参加している？

•参加のモチベーション
• 「解読作業そのものの面白さ」と「学習意欲」が
継続的参加の強い動機として作用している

• 「社会貢献」や「学術への貢献」を口にする人は少なめ
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まとめ

• １ヶ月弱の間に，市民の手で史料画像1100枚超，
文字数では約84万字をテキスト化することができた

• くずし字解読という難度の高いタスクに対しても，
市民参加型の研究は実施可能

•地震史料という特殊な題材ではあるが…

• 「学習をベースにしたプロジェクト設計」は，その有用
なアプローチになるのでは
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次のステップ

•対象史料の拡大
•石本文庫以外の地震研所蔵史料の追加

•史料画像のユーザーアップロード

•別分野への適用
•京都学派史料, 台湾植民地時代史料, etc..
•国文研オープンデータ？

•某大規模Web サービスとの提携
•機械学習・自動認識の組み込み
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書籍『アプリで学ぶくずし字』が刊行されます

•収録内容
• KuLAを活用したくずし字
教育の実践

•海外のくずし字教育
•変体仮名文字コードセット
•古地震とくずし字解読
•刀剣ファン座談会
•みんなで翻刻の紹介も

•笠間書院より本日発売
• 92Pフルカラー税別800
円
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